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人工呼吸器を装着した患者の体位変換を行った際に、気管チューブまたは気管切開
チューブが抜けた事例が２3件報告されています（集計期間：2007年１月１日～
2011年３月31日、第15回、第17回および第19回報告書「個別のテーマの検討
状況」に一部を掲載）。

体位変換時の気管・気管切開
チューブの偶発的な抜去

人工呼吸器を装着した患者の体位変換を行った
際に、気管チューブまたは気管切開チューブが
抜けた事例が報告されています。

事例１のイメージ図

◆報告されている２3件の事例のうち、10件は気管チューブが抜けた事例であり、１３件は
気管切開チューブが抜けた事例です。

公益財団法人 日本医療機能評価機構



 
 

今回のリスクマネジメント講習会で取り上げます！ 

テーマ「人工呼吸管理に関するクリティカルポイント」 

講師：集中治療部 内山昭則医師 

耳鼻咽喉科・頭頸部外科 山本佳史医師 

中央クオリティマネジメント部 高橋りょう子医師 

日程：2011年6月6日（月）、6月16日（木） 

場所：医学部講義棟 Ａ講堂他３会場 

※全員必ず参加して下さい（医療法で義務として定められています）！

院内職員向け 
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